
12 月９日　美幌高校模擬選挙

　美幌高校３年生が実際の投票箱や記載台を

使った模擬投票や開票作業を体験。生徒は

「次の選挙で投票に行きます」など選挙の意

義について理解を深めていました。

模 擬 投 票 を 体 験 ！

広報の発行は、５月・８月・11月・２月の年４回です。
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No.

12
月
定
例
会
の
概
要

条例改正、補正予算などを審議

12月定例会のあらまし
【６日】会期を４日間と決定し、町長から行政報告を受け、議員４名（稲垣・藤原・木村・松浦）が一般質問に登 

　　壇して、町長の政治姿勢、子ども医療費、武力攻撃時の住民保護、高齢者の暮らし支援策などについて活発な

　　議論が交わされました。

【７日】議員４名（馬場・坂田・伊藤・大江）が一般質問に登壇して、峠の湯びほろ、教育行政、農業振興、新型

　　コロナウイルス感染症傷病見舞金制度などについて活発な議論が交わされました。

【８日】議員３名（髙橋・上杉・岡本）が一般質問に登壇して、農地の病害虫対策、町長の政治姿勢、教育行政な

　　どについて活発な議論が交わされました。その後、総務福祉常任委員会及び経済教育常任委員会から事務調査

　　結果報告を行いました。

【９日】議案審議に入り、条例の新規制定及び一部改正、補正予算案６件（一般会計・後期高齢者医療特別会計・

　　公共下水道特別会計・個別排水処理特別会計・水道事業会計・病院事業会計）を審議し、いずれも原案どおり

　　可決しました。次いで、定期監査及び例月出納検査の報告を受け、各常任委員会からの「閉会中の継続調査」

　　の申し出を承認して、全日程を終了し閉会しました。

町長の行政報告（要旨）
◆ご寄附・ご寄贈について
　株式会社道央環境センター様から町のために役立てていただきたいと100万円のご寄附を、美幌ロータリークラブ

様から行事用テント４張（180万円相当）をご寄贈いただきました。

　ご厚志をありがたくお受けし、ご趣旨に沿って活用してまいります。

　
◆新型コロナウイルスワクチン接種について
　本町における感染者の状況は、９月26日からの全数把握見直しに伴い公表内容が変更され、現在は発生届出の対

象者数のみが公表されていますが、10月18日からの１週間で16名、10月25日からの１週間で14名、11月１日からの

１週間で26名、11月８日からの１週間では44名の感染者数が確認されており、感染拡大が懸念されているところで

あります。

　感染の傾向としましては、９月以降、児童や生徒など子供たちの感染が多く確認されている状況にあり、臨時休

園、学級閉鎖とするなどの感染拡大防止策を講じたところであります。

　北海道は、インフルエンザとの同時流行が懸念されることから「外来の医療体制の強化」、入院患者数の増加に

対応するための「病床の更なる確保」、施設のクラスター対策の強化を図るため、日本ＤＭＡＴ（災害派遣医療チ

ーム）への医師派遣要請を行うなど感染拡大に対応することとしています。

　本町におけるオミクロン株対応ワクチンの接種については、美幌医師会をはじめ、各方面のみなさまのご協力の

もと、59歳以下の１・２回目の初回接種を終了し、５か月を経過した方を対象に、国保病院では９月26日から、し

ゃきっとプラザで行う集団接種は10月15日から実施しております。

　また、国が10月21日から接種間隔を３か月に短縮したため、60歳以上の該当者の方にも11月５日以降接種を実施

しており、11月15日現在8,171人、予約率は52.７％となっております。

　町民のみなさまには、３年近くにわたり感染防止対策にご協力をいただいており、不安を感じておられることと

は存じますが、周りの大切な方、そしてご自身を新型コロナウイルスから守るため、三密の回避やマスクの着用、

手指の消毒などの基本的な感染防止対策の実践、万が一の感染に備えて解熱剤や１週間程度の食料品の備蓄のほか、

ワクチン未接種のみなさまには接種をご検討いただくなど、感染拡大を防ぐ取組や感染に備える準備について、引

き続きご理解とご協力をお願い申し上げます。

　
※その他、「農作物の生育状況について」報告がありました。

12月定例会
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こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

補 正 予 算
◆一般会計
　ふるさと寄附金に係る関連経費　　　　 ３億円

　福祉灯油などの助成に伴う経費　2,106万６千円 の増額など

◆特別会計・企業会計
　・後期高齢者医療特別会計　　△1,368万２千円

　　　広域連合市町村保険料等負担金の減額

　・公共下水道特別会計　　　　　△572万２千円

　　　消費税納付額の減額など

　・個別排水処理特別会計　　　　 △10万８千円

　　　起債利子償還金の減額

　・水道事業特別会計　　　　　　　139万７千円

　　　日並浄水場小水力発電機修繕の増額など

　・病院事業特別会計　　　　　　1,112万８千円

　　　価格高騰に伴う電気料の増額など

すべて原案どおり可決しました。
主な内容は次のとおりです。

条例の新規制定・一部改正
◆個人情報の保護に関する法律の改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
　令和５年４月１日より法律を直接適用する取扱いに移行されることに伴う改正

◆美幌町職員の定年引上げに伴う関係条例の整理に関する条例の制定
　一般職員の定年を現行の60歳から65歳へ段階的に引き上げ、役職定年制を導入するなど定年延長制度が令和５年４ 

　月１日から運用されることに伴う改正

◆美幌町営住宅管理条例の一部改正
　平成14年度に契約を締結した借上げ公営住宅の契約期間が満了するため、再借上げを行うにあたり駐車場月額使用料を改定

◆美幌町公共下水道事業の設置等に関する条例の制定、美幌町個別排水処理事業の設置等に関する条例の制定及び地
　方公営企業法の適用に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
　公共下水道事業及び個別排水処理事業が令和５年４月１日から地方公営企業法の適用に伴い、新たに関係条例の整

　理に関する条例を定めるもの

すべて原案どおり可決しました。
主な内容は次のとおりです。

に
は
11
人
が
登
壇

質
問
者
と
質
問
項
目

■
稲
垣　

淳
一 

議
員 …

…
…
 

４
頁

　
①
町
長
の
政
治
姿
勢

　

②
教
育
行
政

■
藤
原　

公
一 

議
員 …

…
…
 

５
頁

　

①
子
ど
も
医
療
費

　

②
糖
尿
病
リ
ス
ク
予
測
ツ
ー
ル

　

③
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

■
木
村　

利
昭 

議
員 …

…
…
 

６
頁

　

①
武
力
攻
撃
時
の
住
民
保
護

　

②
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

■
松
浦　

和
浩 

議
員 …

…
…
 

７
頁

　

①
高
齢
者
の
暮
ら
し
支
援
策

■
馬
場　

博
美 

議
員 …

…
…
 

８
頁

　

①
美
幌
町
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

　

「
峠
の
湯
び
ほ
ろ
」

　

②
森
林
環
境
譲
与
税

　

③
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

■
坂
田
美
栄
子 

議
員 …

…
…
 

９
頁

　

①
教
育
行
政

　

②
福
祉
行
政

　

③
町
長
の
政
治
姿
勢

■
伊
藤　

伸
司 

議
員 …

…
…
 

10
頁

　

①
農
業
振
興

　

②
福
祉
行
政

■
大
江　

道
男 

議
員 …

…
…
 

11
頁

　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　

傷
病
見
舞
金
制
度
の
延
長

　

②
補
聴
器
購
入
に
公
的
助
成
を

■
髙
橋　

秀
明 

議
員 …

…
…
 

12
頁

　

①
農
地
の
病
害
虫
対
策

　

②
美
幌
町
の
橋
梁
の
修
繕

　

③
美
幌
高
等
学
校
教
育
振
興
対
策

　

④
美
幌
中
心
市
街
地
の
活
性
化

■
上
杉　

晃
央 

議
員 …

…
…
 

13
頁

　

①
町
長
の
政
治
姿
勢

　

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
国
方

　
　

針
へ
の
対
応

■
岡
本
美
代
子 

議
員 …

…
…
 

14
頁

　

①
教
育
行
政

　

②
健
康
増
進
対
策

　

③
商
工
業
振
興
対
策

一　般　質　問　と　は
　一般質問は定例会において、議員が町政全般にわ
たり執行機関（町や教育委員会など）に対し、事務執
行の状況や将来に対する方針の考え方、疑問点など
について質問するものです。
　一般質問は議員固有の権限の一つで、議案審議と
ともに議会活動の中にあって最も重要なものであり、
行政の執行を監視し、建設的に政策を論議すること
で、公正な行政を確保するものです。

各会計補正額と補正後の総額

※（　　）内は、補正回数
※金額は、万円未満を切り捨てて表示しています。
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町
長
の
政
治
姿
勢

町
長
の
掲
げ
た
重
点
政
策
の
成
果
は

「
子
育
て
支
援
」「
教
育
」「
福
祉
」
の
充
実
、
美
幌
駐
屯
地

　

の
充
実
、
宿
泊
施
設
誘
致
が
成
果
と
認
識
し
て
い
る

稲
垣

　

淳
一
議
員

びほろ町ぎかい令和５年２月１日発行 247No.

　
　

平
野
町
長
は
「
美

幌
の
活
力
を
高
め
、
次

代
に
つ
な
げ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
難
問
山
積
の

町
政
運
営
の
舵
取
り
を

さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

翻
弄
さ
れ
、
思
う
よ
う

な
行
政
運
営
が
叶
わ
な

か
っ
た
場
面
も
あ
っ
た

か
と
思
う
が
、
町
民
の

暮
ら
し
に
待
っ
た
は
な

く
、
経
済
活
動
も
止
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

数
多
く
の
苦
渋
の
判
断

を
迫
ら
れ
た
こ
と
と
思

う
が
、
重
点
政
策
の
進

捗
状
況
、
成
果
、
積
み

残
し
た
施
策
は
。

　
　

町
政
の
執
行
に
あ

た
っ
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
最
優
先
と
し
て
、
町

民
の
み
な
さ
ま
の
命
と

健
康
を
守
る
こ
と
を
第

一
に
万
全
を
期
し
て
取

り
組
み
な
が
ら
「
第
６

期
美
幌
町
総
合
計
画
」

や
「
町
長
の
重
点
政
策
」

に
掲
げ
る
事
業
を
着
実

に
推
進
し
て
き
た
と
こ

ろ
。
当
初
掲
げ
た
44
の

事
業
の
う
ち
２
つ
の
事

業
に
お
い
て
施
策
転
換

を
行
っ
た
が
、
す
べ
て

の
事
業
に
目
途
を
付
け

る
こ
と
が
で
き
、
お
お

む
ね
順
調
に
進
ん
で
い

る
。
特
に
、
３
歳
か
ら

５
歳
ま
で
の
幼
稚
園
、

保
育
園
に
お
け
る
給
食

費
の
無
償
化
な
ど
「
子

育
て
支
援
」
「
教
育
」

「
福
祉
」
を
充
実
で
き

た
こ
と
や
、
美
幌
駐
屯

地
の
充
実
整
備
と
宿
泊

施
設
の
誘
致
の
目
途
が

つ
い
た
こ
と
は
大
き
な

成
果
と
認
識
し
て
い
る
。

２
期
目
の
決
意
は

　
　

２
期
目
に
懸
け
る

決
意
や
思
い
は
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
政
の
課
題
解
決
に
向

け
現
任
期
が
満
了
す
る

ま
で
の
間
、
全
力
で
職

務
を
全
う
し
て
ま
い
り

た
い
。
町
政
執
行
に
対

す
る
町
民
の
み
な
さ
ま

の
評
価
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
つ
つ
、
し
か

る
べ
き
時
期
に
態
度
を

明
確
に
し
た
い
。

目
指
す
教
育
の
あ
り
方
は

　
　

美
幌
町
の
平
均
正

答
率
は
小
・
中
学
校
す

べ
て
の
教
科
で
全
国
平

均
正
答
率
よ
り
下
回
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
長
時
間
利
用
、

新
聞
の
閲
読
、
読
書
が

学
習
状
況
調
査
の
結
果

に
結
び
付
く
内
容
と
あ

る
が
、
今
ま
で
ど
の
よ

う
な
指
導
を
行
っ
て
き

た
の
か
。
ま
た
、
美
幌

町
が
目
指
す
教
育
の
あ

り
方
は
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　
　

授
業
改
善
の
た
め

授
業
公
開
に
よ
る
校
内

研
究
会
の
実
施
や
個
の

理
解
度
に
合
わ
せ
た
習

熟
度
別
指
導
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
や
電
子
黒
板
な
ど

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
積
極
的

に
活
用
し
た
授
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
家
庭

学
習
の
習
慣
づ
く
り
に

必
要
不
可
欠
な
も
の
と

し
て
「
家
庭
学
習
の
手

引
き
」
を
作
成
し
家
庭

学
習
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
。
小
学
校
と
中
学

校
の
９
年
間
を
一
貫
し

て
体
系
的
・
継
続
的
に

行
う
こ
と
に
よ
り
、
学

力
向
上
を
は
じ
め
子
ど

も
た
ち
の
社
会
性
・
自

己
意
識
の
育
成
な
ど
教

育
効
果
が
高
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
小
中
一

貫
教
育
の
導
入
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
し
て
い

る
。

町長マニフェスト
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美
幌
町
に
継
続
し

て
住
ん
で
い
た
だ
く
た

め
総
合
的
に
子
育
て
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
が

美
幌
町
の
未
来
に
と
っ

て
重
要
な
施
策
と
考
え

る
。
現
在
、
高
校
生
に

対
す
る
医
療
費
助
成
制

度
は
な
い
が
、
全
国
的

に
は
18
歳
ま
で
の
医
療

費
無
償
化
を
進
め
て
い

る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
18
歳
ま
で
の
医
療

費
無
償
化
の
検
討
は
。

 

　

関
連
制
度
で
あ
る

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
」
や
「
重
度
心
身
障

が
い
者
医
療
」
の
助
成

対
象
と
な
る
高
校
生
の

医
療
費
に
つ
い
て
も
同

様
の
対
応
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
18
歳
ま
で
の

医
療
費
無
償
化
の
実
施

に
は
恒
久
的
な
多
額
の

財
政
負
担
を
伴
う
こ
と

か
ら
慎
重
な
判
断
が
必

要
で
あ
る
。

町
民
周
知
は

　
　

糖
尿
病
重
症
化
予

防
の
一
つ
と
し
て
「
糖

尿
病
リ
ス
ク
予
測
ツ
ー

ル
」
が
あ
る
が
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
広
報

や
特
定
検
診
案
内
な
ど

に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載

す
る
な
ど
し
て
町
民
に

周
知
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
予
防
の
一
環
に
な

子
ど
も
医
療
費

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
の
検
討
は

恒
久
的
な
多
額
の
財
政
負
担
を
伴
う
こ
と
か
ら

慎
重
な
判
断
が
必
要
で
あ
る

藤
原

　

公
一
議
員

り
、
医
療
費
の
削
減
に

つ
な
が
る
が
、
こ
の
ツ

ー
ル
の
周
知
は
。

　
　

糖
尿
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
結
び

付
け
る
た
め
、
予
測
ツ

ー
ル
の
活
用
も
含
め
糖

尿
病
の
防
止
に
向
け
た

取
組
を
積
極
的
に
行
っ

て
ま
い
り
た
い
。

陸
上
競
技
場
の
改
修
は

　
　

陸
上
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
て
い
る
子
ど
も
の

保
護
者
か
ら
「
ト
ラ
ッ

ク
の
縁
石
が
歪
み
、
ト

ラ
ッ
ク
の
中
に
は
草
が

生
え
、
保
護
者
で
草
抜

き
を
し
て
い
る
」
と
の

相
談
が
あ
っ
た
。
今
後

の
整
備
改
修
計
画
は
。

　
　

令
和
２
年
度
に
要

件
が
よ
り
緩
和
さ
れ
た

びほろ町ぎかい令和５年２月１日発行 247No.

糖
尿
病
リ
ス
ク
予
測
ツ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

４
種
ラ
イ
ト
の
公
認
区

分
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
次
期
検
定
は
４

種
ラ
イ
ト
の
公
認
に
向

け
て
全
面
的
な
改
修
整

備
を
予
定
し
て
い
る
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
は

　
　

法
面
崩
壊
の
危
険

性
に
よ
り
仮
設
工
事
を

し
て
い
る
が
、
法
面
が

崩
壊
す
る
前
に
土
留
め

工
事
ま
た
は
移
転
が
必

要
と
考
え
る
。
今
後
の

整
備
改
修
計
画
は
。

　
　

令
和
２
年
度
に
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
と
移

設
整
備
も
含
め
意
見
交

換
を
し
て
い
る
が
、
移

設
場
所
や
費
用
な
ど
の

課
題
も
多
く
、
現
在
の

と
こ
ろ
具
体
的
な
整
備

計
画
に
は
進
展
し
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
安

全
確
保
を
図
り
な
が
ら
、

協
会
と
継
続
し
て
協
議

し
て
ま
い
り
た
い
。

町
営
プ
ー
ル
の
運
営
は

　
　

夏
場
の
み
の
運
営

で
あ
る
た
め
、
冬
場
は

設
備
の
整
っ
た
北
見
市

や
網
走
市
に
移
動
し
て

練
習
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
町
営
プ
ー
ル
の

年
間
運
営
は
。

　
　

既
存
施
設
で
は
屋

根
と
壁
で
囲
う
な
ど
全

面
改
修
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
現
時
点
で
の
年

間
運
営
は
考
え
て
い
な

い
が
、
今
後
改
修
時
期

も
含
め
検
討
し
た
い
。

陸上競技場
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住
民
保
護

ミ
サ
イ
ル
落
下
を
想
定
し
て
対
策
や
計
画
を
定
め
る
べ
き
で
は

国
民
保
護
計
画
な
ど
に
沿
っ
て
武
力
攻
撃
事
態
や
緊
急
対
処

事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い

　
　

本
年
10
月
４
日
、

北
朝
鮮
よ
り
ミ
サ
イ
ル

が
発
射
さ
れ
、
日
本
の

国
土
を
跨
ぎ
太
平
洋
に

落
下
し
た
。
そ
れ
以
降

も
実
験
と
い
う
名
の
ミ

サ
イ
ル
発
射
が
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ロ
シ

ア
に
お
い
て
も
北
方
領

土
に
て
軍
事
訓
練
を
行

っ
て
お
り
、
陸
上
自
衛

隊
美
幌
駐
屯
地
が
あ
る

町
と
し
て
い
つ
ミ
サ
イ

ル
で
狙
わ
れ
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
で
あ
る
。

政
治
の
一
番
の
役
割
は

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

木
村

　

利
昭
議
員

「
住
民
の
命
を
守
る
こ

と
」
で
あ
り
、
美
幌
町

に
ミ
サ
イ
ル
が
落
下
す

る
可
能
性
が
あ
る
場
合

を
想
定
し
て
避
難
や
防

災
に
つ
い
て
対
策
や
計

画
を
定
め
る
べ
き
で
は
。

　
　

美
幌
町
に
ミ
サ
イ

ル
が
落
下
す
る
可
能
性

が
あ
る
場
合
を
想
定
し

た
計
画
な
ど
は
定
め
て

い
な
い
が
、
国
民
保
護

計
画
や
地
域
防
災
計
画

に
沿
っ
て
武
力
攻
撃
事

態
や
緊
急
対
処
事
態
が

発
生
し
た
場
合
は
適
切

に
対
処
し
て
ま
い
り
た

い
。
ま
た
、
自
ら
命
を

守
る
行
動
や
危
機
意
識

を
促
す
た
め
に
も
道
内

に
落
下
す
る
可
能
性
が

あ
る
場
合
の
住
民
が
取

る
べ
き
行
動
に
つ
い
て

びほろ町ぎかい令和５年２月１日発行 247No.

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
周
知
し
て
い
る
が
、

町
広
報
紙
に
掲
載
す
る

な
ど
周
知
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。取

組
の
検
討
は

　
　

政
府
は
農
業
に
お

い
て
も
脱
炭
素
を
図
り

な
が
ら
持
続
可
能
な
食

料
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
に

２
０
５
０
年
ま
で
に

「
化
学
農
薬
使
用
量
の

50
％
削
減
」「
化
学
肥
料

使
用
量
の
30
％
低
減
」

な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
る
「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を

策
定
し
た
。
美
幌
町
に

お
い
て
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
は
想

像
以
上
に
大
変
で
あ
る

が
「
グ
リ
ー
ン
農
業
の

実
現
に
よ
る
安
心
安
全

な
食
」
か
ら
生
ま
れ
る

観
光
や
子
育
て
環
境
の

構
築
を
目
指
し
て
は
。

ま
た
、
次
代
を
担
う
農

業
者
や
子
育
て
世
代
、

飲
食
関
係
者
を
交
え
た

検
討
会
を
作
り
「
ど
う

い
っ
た
こ
と
か
ら
取
り

組
ん
で
い
け
る
か
」
を

町
が
リ
ー
ド
し
て
取
り

組
ん
で
は
。

　
　

農
業
経
営
の
大
規

模
化
や
生
産
者
の
減

少
・
高
齢
化
の
中
で
の

化
学
農
薬
・
化
学
肥
料

使
用
量
の
低
減
や
有
機

農
業
の
取
組
面
積
の
拡

大
は
決
し
て
容
易
で
は

な
い
が
、
グ
リ
ー
ン
農

業
実
現
の
た
め
に
は
環

境
負
荷
低
減
・
省
力
化

に
資
す
る
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
の
導
入
を
一
層

推
進
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
有
機

農
業
の
生
産
か
ら
消
費

ま
で
一
貫
し
た
推
進
体

制
の
構
築
に
向
け
て
地

域
の
み
な
さ
ん
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
農
業
の
振
興
・
発

展
に
つ
な
が
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

国
・
道
に
お
い
て
交
付

金
実
施
要
綱
な
ど
が
示

さ
れ
次
第
、
関
係
者
と

協
議
の
う
え
実
施
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。
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ケ
ア
ハ
ウ
ス
（
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
）
は
60

歳
以
上
の
方
が
入
所
で

き
る
自
立
型
と
65
歳
以

上
で
要
介
護
１
以
上
の

方
が
入
所
で
き
る
介
護

型
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら

に
つ
い
て
も
美
幌
町
民

に
と
っ
て
必
要
な
施
設

と
考
え
る
。
美
幌
町
に

進
出
す
る
事
業
所
よ
り

福
祉
施
設
経
営
が
発
表

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
け
る
介
護
施
設
の
整

備
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

①
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
整
備

を
進
め
る
の
か
、
小
規

模
多
機
能
型
施
設
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備

を
進
め
る
の
か
。

②
30
床
以
上
で
町
を
事

業
主
体
と
す
る
の
か
、

29
床
以
下
で
民
間
事
業

者
を
主
体
と
し
て
地
域

密
着
型
を
選
択
す
る
の

か
。

 

　

令
和
５
年
度
中
に

令
和
６
年
度
か
ら
向
こ

う
３
年
間
の
サ
ー
ビ
ス

費
用
な
ど
を
見
込
ん
だ

第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
あ
る
。
策
定
に
あ
た

り
町
民
の
み
な
さ
ま
や

事
業
所
か
ら
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
い
、
策
定
委

員
会
に
お
い
て
今
後
の

施
設
整
備
の
必
要
性
に

高
齢
者
福
祉

ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
整
備
を
進
め
る
の
か
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備
を
進
め
る
の
か

町
民
や
事
業
所
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
必
要
と

の
結
論
に
な
っ
た
ら
計
画
に
掲
載
し
て
ま
い
り
た
い

松
浦

　

和
浩
議
員

びほろ町ぎかい令和５年２月１日発行 247No.

つ
い
て
協
議
検
討
し
、

必
要
と
の
結
論
に
な
っ

た
際
に
は
計
画
に
掲
載

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

民
間
事
業
所
へ
の

施
設
新
設
経
費
の
町
独

自
の
補
助
金
な
ど
の
取

扱
い
は
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

　
　

施
設
が
増
加
し
た

場
合
の
介
護
保
険
施
設

サ
ー
ビ
ス
費
の
町
民
負

担
増
に
つ
い
て
は
、
し

っ
か
り
と
し
た
町
民
説

明
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
手
法

で
理
解
を
い
た
だ
き
納

得
し
て
も
ら
う
の
か
。

　
　

新
た
な
施
設
整
備

が
必
要
と
判
断
し
た
場

合
、
次
期
計
画
に
含
め

て
策
定
を
行
い
、
そ
の

後
、
議
会
議
員
の
み
な

さ
ま
へ
の
説
明
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実

施
な
ど
を
経
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど

に
よ
り
説
明
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

　
　

人
口
減
少
が
進
む

美
幌
町
の
最
大
の
課
題

で
あ
る
介
護
・
福
祉
の

人
材
確
保
対
策
は
。

　
　

資
格
取
得
支
援
事

業
補
助
や
確
保
対
策
事

業
補
助
の
実
施
に
よ
り

一
定
の
成
果
は
挙
が
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る

が
、
人
材
不
足
の
解
消

に
は
至
っ
て
い
な
い
た

め
、
介
護
事
業
者
な
ど

と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

よ
り
効
果
的
な
対
策
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。
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峠　

の　

湯

現
在
の
指
定
期
間
満
了
後
に
お
け
る
管
理
運
営
の
考
え
方
は

多
く
の
入
浴
者
数
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら

運
営
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

　
　

令
和
４
年
度
入
浴

料
金
改
定
に
よ
る
収
益

の
見
通
し
と
峠
の
湯
行

き
運
行
バ
ス
、
福
祉
風

呂
へ
の
介
助
リ
フ
ト
設

置
、
町
内
障
が
い
者
入

浴
半
額
助
成
の
そ
れ
ぞ

れ
の
利
用
状
況
は
。

　
　

今
年
度
の
入
浴
収

入
は
平
成
30
年
度
と
比

べ
て
約
９
百
万
円
の
増

収
を
見
込
む
が
、
電
気

料
及
び
燃
料
費
の
高
騰

に
よ
り
支
出
が
増
加
す

る
見
込
み
か
ら
年
間
の

収
支
と
し
て
は
減
益
と

馬
場

　

博
美
議
員

な
る
見
通
し
で
あ
る
。

送
迎
バ
ス
の
往
復
乗
車

人
数
は
10
月
末
現
在
延

べ
５
１
２
人
、
介
助
用

リ
フ
ト
の
利
用
者
数
は

10
月
末
現
在
実
人
数
で

７
人
、
障
が
い
者
を
対

象
と
し
た
入
浴
料
半
額

助
成
利
用
者
数
は
10
月

末
現
在
延
べ
１
，
３
２

２
人
、
今
年
度
の
入
浴

者
数
は
10
月
末
現
在
６

３
，
０
１
９
人
と
な
っ

て
い
る
。

源
泉
の
対
応
は

　
　

26
年
間
使
用
し
て

い
る
源
泉
の
対
応
は
。

　
　

源
泉
温
度
は
下
が

っ
た
も
の
の
自
噴
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
新
た
な
掘
削
は
必

要
な
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

びほろ町ぎかい令和５年２月１日発行 247No.

大
規
模
改
修
は

　
　

外
壁
や
屋
根
の
大

規
模
改
修
の
考
え
は
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
、

原
油
価
格
や
物
価
高
騰

な
ど
の
状
況
か
ら
現
時

点
で
今
後
の
見
通
し
を

立
て
る
こ
と
は
難
し
く
、

次
期
指
定
管
理
者
を
公

募
す
る
前
ま
で
に
一
定

の
方
向
性
を
示
し
た
い
。

指
定
管
理
料
の
考
え
方
は

　
　

指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
た
16
年
間
で

収
支
赤
字
の
累
計
が
約

１
億
６
，
６
８
６
万
２

千
円
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
指
定
管
理
料
の

考
え
方
は
。

　
　

安
定
的
な
施
設
運

営
が
図
ら
れ
る
最
低
必

要
経
費
を
負
担
す
る
こ

と
と
し
、
事
業
計
画
に

よ
る
収
入
を
見
込
ん
だ

上
で
検
討
し
た
い
。

管
理
運
営
の
考
え
方
は

　
　

現
在
の
指
定
期
間

（
令
和
４
年
度
〜
７
年

度
）
満
了
後
に
お
け
る

管
理
運
営
の
考
え
方
は
。

　
　

現
在
の
経
済
情
勢

の
中
、
温
泉
事
業
者
の

開
業
を
期
待
で
き
な
い

こ
と
、
ま
た
、
多
く
の

入
浴
者
数
を
維
持
し
て

い
る
こ
と
か
ら
運
営
を

継
続
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

峠の湯びほろ

充
当
事
業
と
今
後
の
使
途
は

　
　

森
林
環
境
譲
与
税

の
配
分
額
に
対
す
る
充

当
事
業
及
び
今
後
の
使

途
は
。

　
　

令
和
４
年
度
に
美

幌
町
森
林
の
担
い
手
支

援
等
補
助
金
を
創
設
し
、

林
業
従
事
者
及
び
林
業

事
業
体
へ
の
小
型
林
業

機
械
購
入
補
助
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
林
業
従

事
者
へ
の
就
業
支
援
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

森
林
環
境
譲
与
税実

施
は

　
　

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
て
町
内
を
花

い
っ
ぱ
い
に
推
進
す
べ

き
で
は
。

　
　

開
催
方
法
や
実
施

主
体
、
対
象
と
す
る
花

壇
や
審
査
方
法
な
ど
、

今
後
調
査
・
研
究
し
て

ま
い
り
た
い
。

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
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子
ど
も
た
ち
の
感

染
が
急
増
し
小
中
学
校

で
学
級
・
学
校
閉
鎖
の

措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。

児
童
生
徒
に
１
台
ず
つ

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
整

備
さ
れ
て
い
る
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
取
組

状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

 

　

学
級
・
学
校
閉
鎖

時
に
は
学
び
の
保
障
の

た
め
そ
の
都
度
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
持
ち
帰
ら

せ
て
、
ｅ―

ラ
イ
ブ
ラ

リ
に
よ
る
学
習
や
グ
ー

グ
ル
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
で

の
課
題
提
示
、
グ
ー
グ

ル
ミ
ー
ト
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
家
族

の
感
染
に
よ
り
登
校
で

き
な
い
場
合
に
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
授
業
に
参
加

す
る
対
応
も
行
っ
て
い

る
。
課
題
と
し
て
は
、

い
か
に
児
童
生
徒
の
集

中
力
を
継
続
さ
せ
て
い

く
か
や
教
員
が
児
童
生

徒
の
理
解
し
た
様
子
を

把
握
し
て
い
く
か
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

は
家
庭
で
の
学
習
に
限

ら
ず
様
々
な
形
で
の
可

能
性
を
有
し
て
お
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
学
び
を
止
め
な

い
取
組
を
実
行
し
て
ま

い
り
た
い
。

教
育
行
政

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
今
後
の
課
題
は

児
童
生
徒
の
集
中
力
の
継
続
や
教
員
に
よ
る

児
童
生
徒
の
理
解
の
把
握
が
挙
げ
ら
れ
る

びほろ町ぎかい令和５年２月１日発行 247No.

坂
田

　

美
栄
子
議
員

今
後
の
取
組
は

　
　

美
幌
町
に
お
け
る

雇
用
率
は
令
和
元
年
６

月
１
日
現
在
で
町
長
部

局
が
２
・
55
％
、
教
育

委
員
会
が
１
・
20
％
と

な
っ
て
い
た
が
、
現
状

と
今
後
の
取
組
は
。

　
　

令
和
４
年
６
月
１

日
現
在
の
障
が
い
者
の

雇
用
人
数
は
町
長
部
局

が
５
名
、
教
育
委
員
会

が
１
名
の
計
６
名
と
な

っ
て
い
る
。
美
幌
町
は

障
が
い
者
活
躍
推
進

町
長
部
局
と
教
育
委
員

会
部
局
を
合
算
し
た
特

例
認
定
の
適
用
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
目
標

値
２
・
６
％
を
達
成
す

る
た
め
に
は
２
名
の
雇

用
が
必
要
で
あ
る
。
障

が
い
特
性
や
能
力
、
希

望
な
ど
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
特
性
に
合
わ

せ
た
業
務
内
容
や
勤
務

時
間
な
ど
多
様
な
雇
用

形
態
を
検
討
し
て
い
る
。

町
長
の
政
治
姿
勢

低
年
齢
児
保
育
に
つ
い
て

　
　

町
長
公
約
に
「
０

歳
児
保
育
の
充
実
（
時

間
外
・
定
数
増
）
」
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
共

働
き
家
庭
の
増
加
に
伴

い
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
の
拡
充
が
必

要
と
考
え
る
が
、
低
年

齢
児
保
育
の
受
入
れ
の

考
え
は
。

　
　

働
き
な
が
ら
子
育

て
を
し
た
い
と
い
う
家

庭
や
子
育
て
に
関
す
る

相
談
、
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
低
年
齢
児
保

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

民
間
施
設
と
も
協
議
し

な
が
ら
進
め
た
い
。

自
治
会
支
援
策
は

　
　

町
長
公
約
に
「
地

域
の
つ
な
が
り
、
活
力

と
絆
の
あ
る
自
治
会
づ

く
り
の
支
援
」
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
高
齢
者

や
子
ど
も
の
見
守
り
や

防
犯
・
防
災
な
ど
様
々

な
活
動
を
担
っ
て
い
る

自
治
会
へ
の
支
援
策
は
。

　
　

自
治
会
に
対
す
る

理
解
や
関
心
を
深
め
る

た
め
の
啓
発
活
動
な
ど

加
入
促
進
支
援
を
さ
ら

に
積
極
的
に
実
施
し
、

自
治
会
連
合
会
と
も
意

見
交
換
を
行
い
、
側
面

的
な
支
援
を
し
っ
か
り

行
っ
て
ま
い
り
た
い
。



農
業
振
興

将
来
に
向
け
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
農
業
振
興
対
策
は

大
型
機
械
の
導
入
や
作
業
の
効
率
化
、
担
い
手
の
確
保
、
農
業
生

産
資
材
価
格
高
騰
へ
の
対
応
な
ど
総
合
的
な
取
組
が
必
要
で
あ
る

　
　

美
幌
町
の
農
業
は

経
営
規
模
の
拡
大
や
生

産
性
の
向
上
が
進
め
ら

れ
る
一
方
で
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
、
特
に
農
家
戸

数
は
平
成
７
年
に
６
５

５
戸
で
あ
っ
た
の
が
、

令
和
２
年
に
は
３
６
２

戸
と
約
半
数
に
な
る
な

ど
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
農
業
の
役

割
や
期
待
を
踏
ま
え
つ

つ
、
情
勢
の
変
化
や
課

題
に
対
応
し
、
将
来
に

伊
藤

　

伸
司
議
員

びほろ町ぎかい令和５年２月１日発行 247No.
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向
け
て
持
続
的
に
発
展

し
て
い
け
る
よ
う
な
農

業
振
興
対
策
は
。

　
　

農
業
経
営
の
大
規

模
化
や
生
産
者
の
減

少
・
高
齢
化
の
中
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
地
域
農
業
を
発
展
さ

せ
安
定
し
た
農
業
を
展

開
す
る
た
め
に
は
大
型

機
械
の
導
入
や
作
業
の

効
率
化
・
省
力
化
、
担

い
手
の
確
保
・
育
成
、

肥
料
な
ど
の
農
業
生
産

資
材
の
価
格
高
騰
へ
の

対
応
な
ど
総
合
的
な
取

組
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
大
型
機

械
の
導
入
や
作
業
の
効

率
化
、
省
力
化
は
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
持
続
的

畑
作
生
産
体
系
確
立
緊

急
対
策
事
業
補
助
金
な

ど
の
国
の
補
助
事
業
の

活
用
を
図
り
た
い
。
担

い
手
の
確
保
・
育
成
は

農
家
子
弟
に
よ
る
新
規

農
業
従
事
者
は
も
と
よ

り
、
経
営
継
承
方
式
に

よ
る
新
規
就
農
者
な
ど

の
担
い
手
確
保
対
策
を

関
係
機
関
と
調
整
し
な

が
ら
引
き
続
き
実
施
し

て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、

肥
料
な
ど
の
農
業
生
産

資
材
の
価
格
高
騰
へ
の

対
応
は
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
団

体
の
側
面
支
援
を
行
う

一
方
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地

域
の
自
治
体
や
農
業
団

体
な
ど
と
連
携
し
、
国

や
道
に
対
し
て
財
政
的

な
支
援
な
ど
を
要
望
し

て
ま
い
り
た
い
。

ニ
ー
ズ
調
査
は

　
　

令
和
４
年
４
月
現

在
の
美
幌
町
の
福
祉
デ

ー
タ
に
よ
る
と
身
体
障

害
者
手
帳
交
付
数
９
５

９
人
、
療
育
手
帳
交
付

数
２
５
２
人
、
精
神
保

健
福
祉
手
帳
交
付
数
１

３
４
人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
中
に
は
自
宅
に
い

て
全
く
支
援
を
受
け
て

い
な
い
方
も
い
る
と
思

わ
れ
る
。
障
が
い
者

（
児
）
全
員
に
対
し
ニ

ー
ズ
調
査
を
す
べ
き
で

は
。

　
　

計
画
の
見
直
し
年

度
で
あ
る
令
和
５
年
度

に
身
体
障
害
者
手
帳
、

障
が
い
者（
児
）福
祉

療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
、
自

立
支
援
医
療(

精
神
通

院)

受
給
者
証
を
所
有

す
る
方
な
ど
に
対
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施

し

、

障

が

い

者

（
児
）
の
ニ
ー
ズ
を
次

期
計
画
に
反
映
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

施
設
の
設
置
は

　
　

町
内
の
施
設
な
ど

で
は
一
部
の
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
ず
町
外
施

設
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
現
状
が
あ

る
。
新
た
に
障
が
い
者

（
児
）
福
祉
施
設
な
ど

の
設
置
が
必
要
で
は
。

　
　

次
期
計
画
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
関
係
者

と
の
意
見
交
換
を
行
い

な
が
ら
民
間
活
力
の
参

入
を
含
め
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。



　
　

２
年
間
の
傷
病
見

舞
金
制
度
支
給
実
績
は
。

 

　

令
和
２
年
及
び
３

年
は
０
件
、
令
和
４
年

は
２
月
１
件
、
６
月
２

件
、
８
月
１
件
、
９
月

20
件
と
な
っ
て
い
る
。

制
度
打
ち
切
り
の
理
由
は

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
数
は
第
７

波
を
超
え
、
全
道
、
管

内
に
お
い
て
も
過
去
最

高
値
を
更
新
す
る
勢
い

に
あ
る
。
町
民
に
も
個

人
事
業
者
の
経
営
に
と

っ
て
も
深
刻
な
不
安
が

広
が
っ
て
お
り
、
見
舞

金
支
給
制
度
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
中
、
突
然

打
ち
切
ら
れ
た
こ
と
は

全
く
理
解
で
き
な
い
。

制
度
打
ち
切
り
の
理
由

は
。

　
　

制
度
が
始
ま
っ
た

と
き
は
不
要
不
急
の
外

出
自
粛
、
飲
食
店
の
時

短
営
業
な
ど
の
感
染
防

止
策
が
と
ら
れ
、
療
養

期
間
が
２
週
間
以
上
に

な
る
な
ど
感
染
に
よ
る

影
響
は
大
き
い
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
の
性
質
の
変
化
で

重
症
化
リ
ス
ク
は
低
減

し
、
９
月
に
療
養
期
間

が
１
週
間
、
無
症
状
の

場
合
は
５
日
間
に
短
縮

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
生
命
保
険
会
社
が

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

傷
病
見
舞
金
制
度
の
継
続
・
延
長
を
行
う
べ
き
で
は

必
要
に
応
じ
て
実
態
に
即
し
た
制
度
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い

びほろ町ぎかい令和５年２月１日発行 247No.
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大
江

　

道
男
議
員

支
給
す
る
入
院
給
付
金

も
重
症
化
リ
ス
ク
の
高

い
人
に
限
定
す
る
な
ど
、

制
度
化
し
た
当
時
の
給

付
の
目
的
と
現
在
の
状

況
に
乖
離
が
見
ら
れ
た

こ
と
か
ら
制
度
を
一
旦

終
了
し
た
も
の
で
あ
る
。

継
続
・
延
長
は

　
　

美
幌
町
で
も
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
状
況
を
考
慮
し
、

個
人
事
業
主
に
対
す
る

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
傷
病
見
舞
金
制
度
の

継
続
・
延
長
を
行
う
べ

き
で
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
傷
病

見
舞
金
は
一
律
支
給
す

る
制
度
で
あ
っ
た
が
、

必
要
に
応
じ
て
実
態
に

即
し
た
制
度
を
今
後
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

難　

聴　

対　

策

認
知
症
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て

　
　

「
難
聴
放
置
が
認

知
症
最
大
の
リ
ス
ク
」

（
ラ
ン
セ
ッ
ト
報
告
）

と
の
研
究
報
告
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
　

難
聴
の
予
防
・
改

善
に
は
生
活
習
慣
の
改

善
に
よ
り
血
液
の
循
環

を
良
く
す
る
こ
と
が
効

果
的
な
対
策
と
さ
れ
て

い
る
。
健
康
教
育
を
は

じ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
な
ど
で
周
知
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
。

補
聴
器
購
入
助
成
は

　
　

「
補
聴
器
不
使
用

の
理
由
は
購
入
す
る
た

め
の
経
済
的
余
裕
が
な

い
」
と
の
補
聴
器
工
業

会
調
査
の
報
告
が
あ
る
。

補
聴
器
購
入
助
成
に
踏

み
切
る
べ
き
で
は
。

　
　

今
後
の
国
や
他
の

市
町
村
な
ど
の
動
向
も

踏
ま
え
判
断
し
た
い
。

気
に
な
る
症
状
が
あ
れ

ば
早
め
に
医
師
に
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
か
ら
併
せ
て
周

知
し
た
い
。

特
定
健
診
に
聴
力
検
査
を

　
　

特
定
健
診
に
聴
力

検
査
を
加
え
る
べ
き
で

は
。

　
　

現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
が
、
検
査
項

目
に
含
ま
れ
て
い
な
く

て
も
特
定
健
診
を
受
診

す
る
と
き
に
併
せ
て
聴

力
検
査
も
実
施
で
き
る

か
ど
う
か
を
医
療
機
関

な
ど
と
相
談
し
な
が
ら

研
究
・
検
討
し
た
い
。
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今
後
の
橋
梁
修
繕
計
画
は

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
お
い
て
30
橋
の
う
ち
優
先

順
位
を
加
味
し
決
定
し
た
12
橋
を
予
定
し
て
い
る

橋
梁
修
繕

　
　

橋
梁
健
全
性
の
Ⅲ

の
早
期
に
措
置
を
講
ず

べ
き
橋
梁
を
一
度
に
修

繕
す
る
こ
と
は
、
国
の

補
助
の
状
況
に
も
よ
る

が
町
の
財
政
負
担
は
大

き
く
な
る
。
し
か
し
、

安
全
性
を
考
え
る
と
危

険
な
橋
梁
は
早
急
に
修

繕
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
の
修
繕
計
画
は
。

　
　

今
年
度
策
定
し
た

今
後
10
年
間
の
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
お
い
て

は
、
Ⅲ
判
定
と
し
て
補

修
対
象
と
な
っ
て
い
る

髙
橋

　

秀
明
議
員

びほろ町ぎかい令和５年２月１日発行 247No.

30
橋
の
う
ち
優
先
順
位

を
加
味
し
決
定
し
た
12

橋
を
補
修
予
定
と
し
て

計
画
し
て
い
る
。

農
地
の
病
害
虫
対
策

農
地
を
守
る
た
め
の
取
組
は

　
　

美
幌
町
に
お
け
る

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ

ン
チ
ュ
ウ
の
発
生
防
止

対
策
は
。

　
　

関
係
機
関
で
構
成

さ
れ
た
「
美
幌
町
ジ
ャ

ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ

ュ
ウ
等
対
策
協
議
会
」

が
設
置
さ
れ
、
外
部
か

ら
の
土
壌
病
害
虫
の
侵

入
を
防
ぐ
た
め
交
通
量

の
多
い
道
路
に
隣
接
す

る
25
か
所
の
圃
場
に
「
立

入
禁
止
看
板
」
を
設
置

す
る
な
ど
、
発
生
対
策

予
防
の
周
知
を
行
っ
て

い
る
。

新
た
な
支
援
策
は

　
　

こ
れ
ま
で
美
幌
高

等
学
校
に
対
す
る
支
援

策
と
し
て
、
教
育
支
援

用
端
末
機
貸
与
、
間
口

対
策
支
援
金
及
び
教
育

支
援
事
業
補
助
金
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
が
、

来
年
度
に
向
け
た
新
た

な
支
援
策
は
。

　
　

新
た
な
支
援
と
し

て
は
、
進
学
・
就
職
の

進
路
実
現
に
向
け
た
模

擬
試
験
や
資
格
検
定
試

美
幌
高
校

験
の
費
用
支
援
、
農
業

科
に
つ
い
て
は
入
学
時

に
用
意
す
る
被
服
費
な

ど
の
負
担
が
多
い
こ
と

か
ら
実
習
服
な
ど
の
現

物
支
給
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
拡
充
と
し

て
、
生
徒
の
在
宅
学
習

の
充
実
を
図
る
た
め
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
で
あ
る

ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
使
用

料
の
全
額
助
成
を
従
来

の
１
年
生
と
普
通
科
特

進
コ
ー
ス
か
ら
全
生
徒

を
対
象
に
す
る
予
定
で

あ
る
。
さ
ら
に
特
色
の

あ
る
取
組
と
し
て
部
活

動
へ
の
支
援
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

今
後
の
進
め
方
は

　
　

関
係
商
工
団
体
な

ど
か
ら
要
望
が
上
が
っ

て
い
る
中
心
市
街
地
活

性
化
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

公
共
施
設
、
民
間
商
業

施
設
な
ど
の
公
民
複
合

施
設
整
備
の
考
え
は
。

　
　

「
起
業
家
支
援
事

業
」
「
店
舗
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
」
「
空
き
店
舗

活
用
事
業
」
な
ど
既
存

事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、

商
工
会
議
所
を
は
じ
め

と
し
た
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。
ま
た
、
公
民
複
合

施
設
整
備
は
選
択
肢
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
が
、
引
き
続
き
情

勢
を
見
極
め
な
が
ら
、

美
幌
町
に
相
応
し
い
取

組
を
総
合
的
に
判
断
し

て
ま
い
り
た
い
。

美幌高校

中
心
市
街
地
活
性
化
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町
長
就
任
後
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

出
現
に
よ
り
、
感
染
防

止
対
策
を
は
じ
め
社
会

経
済
状
況
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
各
種
支
援

事
業
の
推
進
に
莫
大
な

予
算
と
行
政
事
務
に
多

大
な
時
間
を
費
や
す
こ

と
と
な
り
、
自
ら
掲
げ

た
44
項
目
の
重
点
施
策

の
推
進
に
も
大
き
な
影

響
が
あ
っ
た
も
の
と
推

測
し
て
い
る
。
44
項
目

の
う
ち
実
施
済
み
、
検

討
中
、
取
組
が
で
き
な

町
長
の
政
治
姿
勢

１
期
４
年
の
重
点
政
策
の
達
成
状
況
は

びほろ町ぎかい令和５年２月１日発行 247No.

上
杉

　

晃
央
議
員

い
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
い

く
つ
か
。
ま
た
、
取
組

が
で
き
な
い
項
目
が
あ

れ
ば
そ
の
理
由
は
。
さ

ら
に
自
己
評
価
す
る
と

し
た
ら
何
点
く
ら
い
か
。

 
　

当
初
掲
げ
た
44
項

目
の
う
ち
「
自
衛
隊
退

職
者
へ
の
就
労
支
援
」

は
介
護
の
担
い
手
確
保

の
施
策
に
転
換
を
図
っ

た
ほ
か
「
小
規
模
発
電

の
推
進
」
は
蓄
電
池
が

安
価
に
購
入
で
き
る
こ

と
か
ら
事
業
実
施
を
取

り
止
め
た
。
他
の
42
項

目
は
す
べ
て
の
事
業
に

目
途
を
付
け
る
こ
と
が

で
き
、
お
お
む
ね
順
調

に
進
ん
で
い
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
「
自
己

評
価
す
る
と
し
た
ら
何

点
く
ら
い
か
」
は
、
ま

42
項
目
は
す
べ
て
の
事
業
に
目
途
を
付
け
る
こ
と

が
で
き
、
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
で
い
る

ず
ま
ず
合
格
点
に
は
達

し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

次
期
町
長
選
挙
へ
の
出
馬
は

　
　

美
幌
町
で
も
人
口

減
少
、
少
子
化
、
高
齢

化
社
会
の
進
行
、
後
継

者
・
労
働
力
不
足
、
産

業
の
衰
退
な
ど
多
く
の

課
題
が
山
積
し
て
い
る

が
、
来
年
４
月
の
統
一

地
方
選
挙
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
次
期
町
長
選

挙
へ
の
出
馬
表
明
を
考

え
て
い
る
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
政
の
課

題
解
決
に
向
け
、
ま
ず

は
現
任
期
が
満
了
す
る

ま
で
の
間
、
全
力
で
職

務
を
全
う
し
て
ま
い
り

た
い
。
１
期
目
の
町
政

執
行
に
対
す
る
町
民
の

み
な
さ
ま
の
評
価
を
し

っ
か
り
と
受
け
止
め
つ

つ
、
し
か
る
べ
き
時
期

に
態
度
を
明
確
に
し
た

い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率

地
方
交
付
税
と
の
連
動
に
つ
い
て

　
　

政
府
は
令
和
４
年

度
末
ま
で
に
す
べ
て
の

国
民
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
取
得
さ
せ
る

方
針
を
掲
げ
、
６
月
に

は
当
時
の
金
子
総
務
大

臣
が
自
治
体
ご
と
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
率
に
応
じ
て
令
和

４
年
度
か
ら
地
方
交
付

税
算
定
に
差
を
設
け
る

方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

全
国
の
自
治
体
か
ら
カ

ー
ド
普
及
と
連
動
さ
せ

る
の
は
筋
違
い
と
の
批

判
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
強
く
異
議
を

申
し
立
て
る
べ
き
で
は
。

　
　

カ
ー
ド
の
交
付
率

に
よ
っ
て
普
通
交
付
税

が
減
額
さ
れ
る
趣
旨
で

は
な
い
と
の
見
解
も
示

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

現
時
点
で
異
議
申
し
立

て
を
す
る
考
え
は
な
い

が
、
基
準
財
政
需
要
額

の
算
定
に
お
い
て
地
域

デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
費

の
補
正
率
に
カ
ー
ド
の

交
付
率
が
加
味
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
の
動
向
を
注
視

し
、
地
方
交
付
税
制
度

の
趣
旨
に
反
す
る
よ
う

な
事
態
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
他
自
治
体
と
連

携
を
図
り
適
切
に
対
処

し
て
ま
い
り
た
い
。
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精
神
疾
患
に
対
す
る
小
・
中
学
校
で
の
取
組
は

心
や
身
体
の
心
配
事
が
あ
れ
ば
学
級
担
任
や

保
健
室
で
相
談
に
乗
る
体
制
を
整
え
て
い
る

教
育
行
政

　
　

義
務
教
育
で
は
小

学
５
年
生
で
不
安
や
悩

み
へ
の
対
処
、
中
学
１

年
生
で
ス
ト
レ
ス
対
処

を
学
ぶ
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
精
神
疾
患
は
小

学
生
の
頃
に
兆
候
が
あ

っ
た
り
高
校
進
学
前
に

発
症
す
る
子
供
も
多
く
、

友
達
関
係
や
進
学
に
大

き
く
影
響
す
る
。
小
学

校
高
学
年
や
中
学
校
か

ら
症
状
や
経
過
を
教
え

自
分
や
友
達
の
不
調
に

早
く
気
づ
き
相
談
で
き

る
よ
う
に
す
る
必
要
が

びほろ町ぎかい令和５年２月１日発行 247No.

岡
本

　

美
代
子
議
員

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
小
・
中
学
校
で
の

状
況
や
今
後
の
取
組
は
。

 

　

学
習
指
導
要
領
に

基
づ
き
、
小
学
校
で
は

５
年
生
の
「
心
の
健

康
」
の
単
元
に
お
い
て

心
の
発
達
・
不
安
や
悩

み
に
つ
い
て
理
解
し
対

処
す
る
こ
と
を
、
中
学

校
で
は
１
年
生
の
「
欲

求
や
ス
ト
レ
ス
へ
の
対

処
と
心
の
健
康
」
の
単

元
に
お
い
て
心
身
の
機

能
の
発
達
と
心
の
健
康

に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
ス
ト
レ
ス
へ
対
処
す

る
こ
と
を
学
習
し
て
い

る
。
あ
わ
せ
て
心
や
身

体
を
は
じ
め
心
配
事
が

あ
れ
ば
学
級
担
任
や
保

健
室
で
相
談
に
乗
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。
ま

た
、
児
童
生
徒
に
普
段

と
違
う
言
動
が
少
し
で

も
あ
っ
た
場
合
は
寄
り

添
っ
て
話
を
聞
く
こ
と

や
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
へ
つ
な
げ
る
な

ど
の
対
応
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
学
級
担
任

を
中
心
に
養
護
教
諭
と

連
携
し
、
小
さ
な
サ
イ

ン
を
見
逃
す
こ
と
な
く

相
談
体
制
の
強
化
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
。

健
康
増
進

骨
粗
し
ょ
う
症
対
策
は

　
　

健
康
増
進
法
に
基

づ
く
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
は
40
歳
か
ら
５
歳
ご

と
に
70
歳
ま
で
の
女
性

が
対
象
で
あ
り
、
運
動

習
慣
や
食
生
活
の
内
容

な
ど
の
確
認
、
エ
ッ
ク

ス
線
や
超
音
波
で
腰
椎

や
足
の
骨
密
度
を
測
っ

て
い
る
が
、
町
内
の
受

診
率
は
。
ま
た
、
受
診

率
向
上
や
骨
粗
し
ょ
う

症
予
防
の
対
策
は
。

　
　

町
内
の
受
診
率
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、

町
の
５
つ
の
医
療
機
関

に
お
い
て
医
師
の
判
断

で
保
険
診
療
と
し
て
検

査
を
実
施
し
、
年
間
で

約
２
０
０
名
が
受
診
し

て
い
る
。
町
で
は
調
理

実
習
に
よ
る
健
康
教
育

や
し
ゃ
き
っ
と
プ
ラ
ザ

な
ど
の
運
動
教
室
の
実

施
に
よ
り
骨
の
健
康
を

守
る
た
め
の
予
防
を
実

践
し
な
が
ら
、
骨
粗
し

ょ
う
症
の
恐
れ
の
あ
る

方
は
医
療
機
関
へ
の
受

診
勧
奨
を
周
知
し
た
い
。

商
工
業
振
興

働
き
手
不
足
対
策
は

　
　

団
塊
の
世
代
の
後

を
継
ぐ
世
代
の
不
足
、

特
に
技
術
や
資
格
を
有

す
る
人
々
の
育
成
に
は

時
間
が
か
か
る
が
、
対

策
は
。

　
　

美
幌
建
設
業
協
会

で
は
一
般
社
団
法
人

「
ド
ッ
ト
道
東
」
と
協

力
し
、
建
設
業
界
の
仕

事
を
知
っ
て
も
ら
う
記

事
広
告
の
企
画
を
10
月

よ
り
始
め
た
。
ま
た
、

町
外
か
ら
働
き
世
代
を

誘
致
す
る
た
め
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
相
談
会
で
企
業

紹
介
す
る
と
と
も
に
、

移
住
・
定
住
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
配
布
や
町
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
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びほろ町ぎかい令和５年２月１日発行 247No.

■防災行政について
　平成30年９月６日に北海道において日本で初めてとなるエ
リア全域に及ぶ大規模停電、いわゆるブラックアウトが発生
した（最大震度７の北海道胆振東部地震）。この地震により
美幌町においても停電が発生し、全面復旧に３日以上を要し
た。
　また、美幌町では、大雨による水害、特に日の出、美芳地
区が危険にさらされる事態も数回発生している。
　このような状況を踏まえ、災害発生時に美幌町地域防災計
画に基づき自助・共助・公助が適切に取り進められるのかについて調査の必要性があると判断し、
①長期ブラックアウト、②大雨による避難対策の２件を調査確認した。
　長期ブラックアウトについては、北海道防災マスターである西野直樹防災士から厳冬期停電の講
習を受け、また、質問書により白老町の「突発的な大規模停電などへの応急対応マニュアル」を調
査した。
　大雨による避難対策については、町内に設置されている水量管理の樋門３か所及び堤内の水を汲
み上げる施設として大空町に設置されている本郷排水機場の現況を調査した。
　新型コロナウイルス感染症が終息する時機を見て実施する予定であった先進地等への視察は困難
であったことから、今期は質問書による照会、インターネット調査を行い、各委員からの資料等に
基づいた「私の避難計画（マイタイムライン）」（災害に備えた、自分の命は自分で守る、町民が
自分で作る避難計画）の有効性について議論を重ねた。
１　自助
（１）「私の避難計画（マイタイムライン）」の作成
　　　災害から自分の身を守るためには自助が基本であり、「私の避難計画（マイタイムライン）」
　　の作成を全町民に呼びかける。各家庭の情報を行政、自治会ができうる限り共有することで、
　　今後の防災計画におけるきめ細やかな対応が図られる。指定された避難場所に行くのか、友人
　　知人宅に行くのか、要支援者は、高齢者は、ペットは等々、普段からの防災意識を保つために
　　毎年見直しをすることで「私の避難計画（マイタイムライン）」の精度を上げていくことが求
　　められる。
（２）食料等生活必需品の備蓄周知
　　　自助による災害対策として、３日間の食料・燃料等の生活必需品を備蓄するよう町民への周
　　知が必要である。
２　共助
　　　地域による災害対策を共助と考え、共助が発生しているそれぞれの避難先に行政はどのよう
　　な対策を講じることができるのかについて再検証が求められる。共助の場が発生するのは、近
　　所、自治会、自主防災組織等多様であり、行政との連携が重要である。
３　公助
（１）災害発生時において、「私の避難計画（マイタイムライン）」を策定している個宅と共助が
　　発生している避難先へのそれぞれの公助の対応が重要である。
（２）長期にわたるブラックアウト発生時には、災害情報の入手が非常に困難になると予想される
　　ので、「あんしんねっとびほろ」の普及促進を図る必要がある。
（３）近年、大規模災害発生に伴う直接的な災害死よりも、むしろ避難所や車中泊等いわゆる災害
　　関連死の比率が格段に高まっていることから、災害関連死を防止し健康を保持するため、避難
　　所の設置及び運営のあり方について再検討が求められる。

12月定例会

総務福祉常任委員会（稲垣・坂田・大江・岡本・松浦・
戸澤・伊藤）が事務調査結果を報告しました。
その概要をお知らせします。

映像及び全文はＱＲコードからアクセス
できます。

映像は
こちら→

全文は
こちら→

稲垣委員長

総務福祉常任委員会が事務調査結果を報告総務福祉常任委員会が事務調査結果を報告
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２　小中一貫教育及びＩＣＴ教育について
　千葉県鴨川市では、平成21年４月に「小中一体型施設」で小中一貫教育をスタートしているが、
小中一貫教育導入に当たっては、学校の統廃合があったことから、地域住民や保護者の理解を得る
ことが難しかったものの、説明会などで小中一貫教育の良さについて丁寧に説明し、理解を求めた
とのことである。
　小中一貫教育導入に伴う効果として、小中教員の交流・情報共有が可能となり、児童生徒への対
応準備ができることから、小中学校のなめらかな接続ができており、「中１ギャップ」による不登
校が減少しているとのことである。
　鴨川市における小中一貫教育は、小学１年生から４年生までを前期、小学５年生から中学１年生
までを中期、中学２年生から３年生までを後期とし、４・３・２年の発達区分別の育てたい力を設
定して、９年間を継続的・計画的に取り組んでいる。
　北海道北広島市では、平成30年度から全中学校区で小中一貫教育を導入している。
　北広島市における小中一貫教育のねらいは、学校、教育、家庭、地域が一体となって「子どもの
連続した学び」を支える体制を構築し、義務教育９年間を修了するに相応しい「生きる力」を育成
することとしており、めざす子ども像を「大志をいだき　心豊かに　たくましく　生きる子供」と
している。
　今後の課題については、コロナ禍においても誰一人取り残さない教育活動の工夫と充実、児童生
徒の実態に応じた持続的な指導計画等の作成などが挙げられている。
　福岡県田川市ではＩＣＴ教育を推進するにあたって、ＩＣＴ支援員を配置し各学校へ計画的な派
遣を行っている。
　ＩＣＴ教育の導入による効果は、個別最適な学習が可能となったこと、プレゼン作成などが容易
にできることになったことなどが挙げられており、各種学力調査の結果も年々改善傾向にあるとの
ことである。
　北海道北広島市におけるＩＣＴ教育については、令和２年の新型コロナウイルス感染症対応によ
るＧＩＧＡ（ギガ）スクール構想の加速化により本格導入を行い、美幌町と同じ端末機である『Ｃｈｒ
ｏｍｅｂｏｏｋ（クロームブック）』を児童生徒へ１人１台貸与しているが、ＩＣＴ教育の取組では、新
型コロナウイルス感染症により学級閉鎖等になった場合の措置として、授業の遅れを防ぐため『Ｇｏ
ｏｇｌｅ Ｍｅｅｔ（グーグル ミート）』を活用し、板書と教員による解説のライブ配信でのオンライン授
業を行っている。
　ＩＣＴ教育を導入した効果については、オンライン交流による調査や発表を行うことによる「プ
レゼン力の向上」や、タイピングを練習する時間を設けることによる「タイピング力の向上」など
が挙げられ、児童生徒のＩＣＴ活用能力が飛躍的に向上しているとのことである。
　また、今後コンピューターを使った試験方式である「学力テストのＣＢＴ化」、「教員の在宅勤
務環境の構築」、「ＡＲ（拡張現実）・ＶＲ（仮想現実）」、「デジタル教科書やＡＩ活用ドリル
の導入」などについて検討しているとのことである。
　以上が調査地の調査概要になるが、小中一貫教育については、現在の美幌町の小学校においては
学級数が少なく、いずれも適正規模とは言えない状況にあり、今後における人口推移を考慮すると、
現在の小学校３校体制では、ますます適正規模とは言えない状況になることが見込まれることから、
現在の小学校３校を２校に統廃合し、当面の間は小学校２校、中学校２校による「施設分離型」で
の小中一貫教育の導入を速やかに検討すべきであるが、小学校を統廃合する際は児童の精神的負担
の軽減を最優先とし、児童・生徒への配慮、保護者及び地域住民の理解を得ながら進めるべきとの
調査結果となった。
　また、ＩＣＴ教育に関しては、ＡＲやＶＲを活用することにより、拡張現実や仮想現実によって
「体験」や「経験」ができ、テキスト教材だけでは体験しにくいことをＡＲやＶＲで表現すること
で指導や学習の幅が広がり、実際に見たり聞いたり動きを感じられることによる学習効果は非常に
高いと言われていることから、今までの教育と違ったレベルでの学習効果が得られるＡＲやＶＲの
活用についての検討と、国の補助制度を活用した「ＩＣＴ支援員の配置」について検討すべきとの
調査結果となった。
　最後に、小中一貫教育の導入が子どもたちの個々に応じた資質・能力の向上等につながり、ＩＣ
Ｔ教育のより効率的な運用により子どもたちの情報活用能力の育成等につながることを期待し、委
員会の報告とする。

経済教育常任委員会が事務調査結果を報告経済教育常任委員会が事務調査結果を報告
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■ごみの減量化及びリサイクル、小中一貫教育及びＩＣＴ教
　育について調査
　経済教育常任委員会委員（髙橋・木村・古舘・上杉・馬
場・藤原）及び大原議長は、令和４年10月４日から６日に道
内先進事例を視察調査した。また、令和３年度は新型コロナ
ウイルス感染症の影響により、初めての試みとして、道外の
先進事例についてオンラインによる視察調査を行った。

１　ごみの減量化及びリサイクルについて
　鹿児島県大崎町は「混ぜればごみ、分ければ資源」を合言
葉に、27品目の分別に取り組み、ごみのリサイクル率は令和
元年度82.６％となっており、過去13回、日本一に輝いてい
る。
　大崎町の生ごみは、庭木の剪定枝などと一緒に完全堆肥化されており、ごみの減量化、再資源化
を図るという観点からは有効な手段であるが、分別の徹底や収集方法が問題となり、成果品である
堆肥の需要と供給の安定化や、施設整備に係る費用などの問題もあるため、実施するうえで解決す
べき課題が多いのが現状である。
　福岡県大木町では、民間会社であるトータルケア・システム株式会社等との連携により、家庭系
使用済み紙おむつを回収・再生利用するシステムの構築を図り、現在は紙おむつから取り出される
パルプを再生し外壁材の原料として利活用している。
　幌延町・豊富町・天塩町・遠別町・中川町では、埋立処分場の容量がひっ迫していることから、
埋立処分場の延命化を図ることをきっかけに、広域の組織である「西天北五町衛生施設組合」によ
り、使用済み紙おむつと剪定枝を混合したペレットを製造し資源化を図っているが、製造されたペ
レットは幌延町の特別養護老人ホーム１箇所のみで使用されている。
　江別市のコープさっぽろエコーセンターでは、廃プラスチックを原料としたエネルギー化装置で
ある「樹脂燃料ハイブリッドボイラー」を導入し、リサイクル未利用となっている色付きトレイを
ペレット燃料化しており、建物内の暖房、給湯システムの熱源として活用しているが、色付きトレ
イの処分費及び灯油使用量の削減による効果額は、年間約1,900万円となっている。
　以上が調査地の調査概要になるが、「生ごみ」及び「使用済み紙おむつ」のリサイクルに関して
は、施設整備等の費用面など課題が多いことから、美幌町単独での実施は難しく、広域による事業
化について議論を進め、実態の把握や費用対効果などを検証し、資源化についての検討を行うべき
との調査結果となった。
　また、プラスチックごみに関しては、廃プラスチックを原料としたエネルギー化装置である「樹
脂燃料ハイブリッドボイラー」は費用対効果が高いと思われることから、昨今の燃料価格の高騰に
より燃料コストが増大している公共施設や、今後建設予定の公共施設への導入のほか、再資源化に
取り組む民間事業者への導入補助等により、プラスチックの排出抑制及び再資源化促進の検討を速
やかに行う必要があるとの調査結果となった。
　なお、今後の美幌町のごみ処理については近隣市町と焼却処分などの中間処理を検討しているが、
仮に焼却処分となった場合、「生ごみ」は水分を多く含んでいるため、焼却炉の温度低下や焼却時
間が延びるなどの悪影響が生じる。今後も町民のみなさまに「生ごみの水切り」の徹底強化と周知
を図ることが必要である。
　最後に、ごみの減量化及びリサイクル率向上がごみ処理経費の削減につながり、最終的には町民
みなさまの負担軽減につながることを強く訴え、委員会の報告とする。

12月定例会 経済教育常任委員会が事務調査結果を報告経済教育常任委員会が事務調査結果を報告

経済教育常任委員会（髙橋・木村・古舘・上杉・馬場・
藤原）が事務調査結果を報告しました。
その概要をお知らせします。

映像及び全文はＱＲコードからアクセス
できます。

映像は
こちら→

全文は
こちら→

髙橋委員長
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11月14日臨時会 令和３年度決算は審査意見を付して認定令和３年度決算は審査意見を付して認定
一般会計・特別会計【審査意見（要旨）】 一般会計等決算審査特別委員会（藤原公一委員長）

に付託された一般・特別会計の決算は審査意見を付
して認定とする委員会報告のとおり決定しました。

１　一般会計全般について
　国の「経済財政運営と改革の基本方針」の下、美幌町財政運営計画に基づ

き、財政の健全化を進めつつ、少子高齢化対策、防災対策、老朽化の進む公

共施設整備、人口減少対策及び新型コロナウイルス感染症対策などに取り組

んできたことを高く評価したい。今後も人口減少や少子高齢化が進み、極め

て厳しい状況が続いていくことから、引き続き健全な財政運営に努められた

い。

２　収入率向上対策について
　公営住宅使用料の現年度分収入率が９年連続100％を継続していることは、

同規模自治体と比較しても特筆すべきものである。町税は97.１％の収入率

を達成し、前年度の収入率を上回る結果を出されており、日頃の関係職員の

努力を高く評価したい。引き続き、負担の公平性と適正化を図るため、収納

担当者間で連携した適正な債権管理と収入率強化対策に努められたい。

３　ふるさと寄附金について
　令和３年度は、前年度より寄附件数10,013件、寄附金額105,016千円のそれぞれ増となっている。今後

はふるさと寄附金の返礼品を充実させるため、新たな地域特産品を取り入れた商品開発について検討さ

れたい。

４　総医療費について
　総医療費が削減されており、日頃の関係職員の努力を高く評価する。生活習慣病健康診査の受診率向

上が国民健康保険特別会計の総医療費削減につながると考えられることから、今後も各担当部署が連携

して受診率向上対策及び成人病予防対策に一層努められたい。

企 業 会 計【 審 査 意 見（ 要 旨 ）】 企業会計決算審査特別委員会（戸澤義典委員長）に
付託された水道・病院事業会計の決算は審査意見を
付して認定とする委員会報告のとおり決定しました。

１　水道事業会計について
　給水人口及び年間総有収水量が減少する中で、有収率においても平成24年

度以降毎年低下傾向にあったが、令和３年度においては86.１％と直近５年

間の中で最高の有収率であった平成29年度の85.３％以上の回復を見た。こ

れは老朽管更新計画に基づく着実な更新工事を行ってきた成果と思われる。

　配水管・送水管の水道管路整備事業については、老朽管率や管路更新延長

距離等を考慮し計画的に工事を行っているところであるが、管路の安定使用

及び有収率向上の成果からも、財源確保に努めながら計画より繰上げの老朽

管更新工事の実施について期待したい。

　今後も町民生活に必要不可欠の安心・安全・安価な水を供給し続けるとい

う誇りと責任を持って努力されたい。

２　病院事業会計について
　令和３年度は入院診療費の包括支払制度の導入や退職により減少した医師

や看護師・技師などの職員の確保、患者数の増加、新型コロナウイルスワク

チン接種料等収入と相まって、材料費、減価償却費の減少などの要因から3,012万６千円の純利益となっ

た。これは平成11年度以来の単年度利益の計上であり、大いに評価したい。

　一方、令和３年度の入院患者数は延べ23,191人、病床利用率は64.２％であり、令和２年度より0.3ポ

イント増加しているものの２年連続70％を下回っていることから、新型コロナウイルス感染症の影響が

あったことは十分理解するも、収益増加の観点からも利用率向上について努力されたい。

　職員の有給休暇の取得日数は約10日、時間外勤務については132人の総時間数が12,086時間、時間外勤

務手当の支給額は約3,865万円となっている。今後においても職員の適正な人数の配置に努められるとと

もに、働き方改革の実現及び職場環境の改善に努められたい。

　今後も地域医療を確保する上で必要な常勤・非常勤の医師を含めた必要な職員の充実を図り、町民に

なくてはならない基幹病院として、引き続き安全で良質な医療の提供を期待する。

藤原委員長

戸澤委員長
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10月臨時会 すべて原案どおり可決しました。
主な内容は次のとおりです。

美幌町農業協同組合（清野俊介代表理事組合長）から提出がありました請願は、委員会の付託を省略し直ちに採決を行った結果、起立多数で採択されました。

条 例 改 正 ◆美幌町介護予防・生活支援事業条例の一部改正
　介護職員の処遇改善等のため介護報酬基準が改定され、介護職員等ベースアップ等
　支援加算が創設されたことに伴い、関連するサービス事業に係る手数料を改定

補 正 予 算 ◆一般会計
　住民税非課税世帯等に対する価格高騰緊急支援給付金給付事業　１億4,875万３千円

11月14日臨時会 すべて原案どおり可決、報告完了、採択しました。
主な内容は次のとおりです。

補 正 予 算 ◆一般会計
　物価高騰臨時支援給付金給付事業　　　　　  　 7,311万４千円

専決処分の報告 ◆草刈作業中の一般住宅破損事故による損害賠償　19万３千６百円

11月30日臨時会 すべて原案どおり可決しました。
主な内容は次のとおりです。

条 例 改 正 ◆美幌町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正及び美幌町長等
　の給与等に関する条例の一部改正
　令和４年度の人事院給与勧告に基づく特別職の国家公務員及び一般職の国家公務員
　の給与改定に準じて、美幌町議会議員及び美幌町長等の期末手当の支給割合を改定
　◆美幌町職員の給与に関する条例等の一部改正
　令和４年度の人事院給与勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じて、職員の給料
　表の水準を引き上げるとともに、期末手当及び勤勉手当の支給割合などを改定

補 正 予 算 ◆一般会計
・職員の給与改定及び会計間異動に伴う人件費の補正
・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した農業生産資材の価格
　高騰支援事業の増額
　　肥料価格高騰対策支援金　　　　4,000万円
　　酪農・畜産経営安定対策支援金　1,972万円
　◆特別会計及び企業会計
　一般会計と同様に職員の給与改定及び会計間異動に伴う人件費の補正など

1件の請願を採択1件の請願を採択 農業生産資材高騰対策対応に関する請願

◆請願の趣旨
　新型コロナウイルス、ウクライナ情勢、円安の進行等による飼料や肥料、燃油といった営農に必要不可欠な生産資材の高騰によ
り、北海道の生産基盤の維持・存続が危機的な状況にある。食料や生産資材の多くを海外に依存する我が国の食料安定供給リス
クが顕在化し、平成11年７月に施行された「食料・農業・農村基本法」で謳われている食料安全保障が大きな危機に直面している。
ついては、持続可能な北海道農業を確立し、我が国最大の食料基地として消費者への食料安定供給という
使命を果たすとともに、食料安全保障の強化を実現すべく、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金等を活用し、生産者の営農にとって即効性のある施策を講じていただきたく次の事項を議会に求める。
１　酪農・畜産経営安定対策
　　過去最高値まで急騰した配合飼料価格等により営農コストは増加し、とりわけ酪農経営においては生
　乳生産の抑制に取り組んでいる中、コスト増加分を価格転嫁できず、加えて初生子牛価格等の暴落等に
　より所得が激減しており、生産現場や農業団体の経営努力のみでは対応しきれない状況にあることから、
　飼料高騰対策をはじめ酪農・畜産農家の経営安定に資する対策を講じること。
２　肥料価格高騰対策
　　肥料原料等の急激な価格高騰については、国費による肥料価格高騰対策事業や新型コロナウイルス感
　染症対応地方創生臨時交付金を活用した北海道による化学肥料購入支援給付事業が措置されたものの、過去経験したことの
　ない急激な価格高騰に対し、万全な支援水準となるよう、地域実態に応じ、美幌町においても影響緩和対策を講じること。

紹介議員 伊藤議員
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「本会議開会中のライブ中
継」や常任委員会の開催日
などもお知らせしています。
　美幌町ホームページから
「美幌町議会」をご覧くだ
さい。
ＱＲコードから
アクセスできます
　　　　こちら→

　定例会は年４回（３月・６月・９月・12月）開
かれ、議場入口にある受付票に住所及び氏名を記
入いただければ、どなたでも議会を傍聴できます。

　日程が正式に決まり次第、町ホームページなど
でお知らせします。

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か

３月定例会は３月２日（木）頃から
開かれる予定です。

12月定例会の傍聴者は３名でした。
みなさまの傍聴をお待ちしております。

議会ホームページもご覧ください
美幌町議会

ホームページ閲覧件数

　岡本美代子副議長が、北海道社会貢献賞を受賞

し、12月22日、町役場で伝達式が行われました。中

島和彦オホーツク総合振興局長から表彰状を受け取

り、「先輩議員、同僚議員がいてこその受賞であ

り、人に恵まれました」と感謝の言葉を述べました。

岡本美代子副議長
  道社会貢献賞受賞

 北網ブロック町議会議員研修会が11月18日、置

戸町中央公民館で開催され、本町議会議員を含

め８町議会の議員が出席しました。

　置戸町食のアドバイザーで管理栄養士の佐々

木十美氏から「食のまちづくりについて～生き

ることは食べること～」と題した講演を受け、

生涯食育の推進、地産地消と食の安全・安心、

地元らしい食文化の創造、食の特産品・名物料

理づくりなど、食のまちづくり事業を学ぶ有意

義な研修会となりました。

北網ブロック町議会議員研修会で
               「食のまちづくり」を学ぶ


